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小笠原疸美訊
Naomi Ogasawara 

東北六県商工会議所女性会連合会

理事等役員・会員等表彰

受賞おめでとうございます！

： 受賓に伴い、
直美さんに仕事の事、

女性会の事、
プライベー トなど

いろいろお聞きしました。
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（松双葉設備アンドサ ー ビスについて

業務は建設工事の管工事、空調・衛生給排水工事、
消防設備工 事などの他に保守サ ービスも行って
おります 。

直美さんは3人姉妹の真ん中。姉 が既に看護師
に進路を進め、妹が贅察官になる事を希望してい
たのを聞いて自分がおのずと親の家業を継ぐのでは
ないかと感じていたそうです。当時支店だった双葉
モ ー タ ー スでアルバイトしていた事もきっかけの
ひとつ。

総務 を務めつつ社員48人 を抱え経営者として
全体を見ている直美さんですが将来は誰に任せて
もいいように事業継承も考えているそうです。

し

こ 女性会に参加して

女性会 に入会したき っかけはボランティア団体パイ
ロットクラブで林晶子さん（当時女性会会長） に誘われて。
ポランティアだけではなく事業でも多くの繋がりを持ち
たいと感じていたそうです。女性会が組織強化する時期
であ った為、入会して間もなく委員長に抜擢されその後
副会長に就任。

女性会で印象に残る出来事は2018年の岩手総会。
会社にいた時間より会議所にいた時間の方が多か った？！
くらい大変でした。無事成功で終わり安堵したそうです。
会員の皆様には今後も女性会の様々な行事やイベントが
あるので遠慮なく参加してほしい。さらに役職も気軽に
引き受けてほしいとメッセ ー ジいただきました。
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盛岡商工会議所女性会
2023年7月7日発行

E 1 
発行人佐々木祐子

編集長山田 智子

デザイン•印刷閥吉田印刷

Hctppy

ti me! 

曼
直美さんといえばヒ ー ル！

女性会の会員でビー ル好きと言ったら直美さんの前に出る方は
いないのでは？！元々ビール好きではありましたがベアレンビール に
出会ってさらにビールが好きにな ったそうです。好きな種類はヴァイ
ツェン、ウルズスなどの小麦系。ベアレン主催のビールフェスに参加
するのが楽しみ。旅行に行った際は地ビールのお土産も欠かさない！

ほぼ休肝日もなく毎日晩酌を楽しんでるそうです。

戸響

凰唸忍l テキパキと行動し的確な意見

吟
梃 や助言を述べられる小笠原直美
稔i
ぷ］ さん、思慮深く気遣いがあり頼

りになる石塚庸子さん。優秀で
個性的なお二人がいらっしゃっ
て今の盛岡女性会が存在する
と感じております。改めまして
取材にご承諾いただきまして本

にあり がとうございましt

場所を提供して下さった盛岡
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裟澤令｝裳恣
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編集後記
忍稔拶象綴

裟讐翁信

裟
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贔所の楽しみは？

2022年5月に生まれたお孫さん
こはる

（琥晴くん）との触れ合いQ
意外な楽しみはお風呂や寝る前

に怪談YouTubeを視聴すること
だそうです。

去る3月 31 日に女性会を退会された石塚庸子さん。

平成5年に入会されてからのおよそ30年間、この女性

会を支えて下さいました。 感謝しかありません。本当

にありがとうございました。r石割桜」の発行に携

わり、石塚さんの偉大さをずっしりと感じております。

ま た、そのしなやかな強さとお人柄ならではの、

落としどころに納得のいくナイスな意見。柔軟で

調利の取れた感性で、いつも私達を導いてくれま

した。まさし＜ r中庸の庸子さん」 です。
盛岡グランドホテ）頃支職後は、菜園のジョブカフェ

い わてで、その敏腕を発揮しておられま す。送別会
では、新しい職場で既にやるべきことを見いだし、
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ワクワクされている姿がひときわ輝いていました

今はカウンセリングのスキルアップに向けて、

新 たな一歩を踏み出しているそうです。
GO! GO! 庸子～9
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